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５
年
前
の
福
島
原
発

事
故
を
契
機
に
、
脱
原

発
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
へ
の
転
換
が
叫
ば

れ
ま
し
た
。 

 

そ

れ

を

受

け

、

北

海
道
も
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
な
ど
を
活
用

し
た
「
低
炭
素
型
地
域

づ
く
り 

ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
」
で
、
次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
ま
す
。 

 
 

…
『
北
海
道
は
、
風
力
、

太
陽
光
、
水
力
、
温
泉
熱

な
ど
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

や
農
林
水
産
資
源
な
ど
の

バ
イ
オ
マ
ス
資
源
が
あ
る

な
ど
地
域
資
源
が
豊
富
に

あ
り
ま
す
。 

 

北
海
道
で
は
、
こ
う
し

た
地
域
資
源
を
活
か
し
た

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消

を
図
る
と
と
も
に
、
道
内

の
各
地
域
に
て
活
躍
す
る

団

体

、

事

業

者

、

町

内

会
・
自
治
会
な
ど
の
皆
様

が
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
積
極

的
に
導
入
さ
れ
る
こ
と
で
、

「
資
源
等
の
域
内
循
環
」

（
外
部
に
流
出
し
て
た
資

金
が
域
内
に
と
ど
ま
り
、

域
内
で
景
気
が
循
環
す
る

こ
と
）
や
「
産
業
の
育
成
」
、

「

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

の

創

造
」
な
ど
、
様
々
な
側
面

か
ら
地
域
の
活
性
化
を
図

る
「
低
炭
素
型
地
域
づ
く

り
」
を
推
進
し
て
お
り
ま

す
。
』
… 

 

昨
年
、
道
議
会
で
、

宮
川
潤
共
産
党
道
議
が
、

以
下
の
よ
う
に
質
問
し

ま
し
た
。 

『
政
府
が
示
す
エ
ネ

ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
で
は
、

２
０
３
０
年
ま
で
に
原

発
と
石
炭
火
力
で
約
５

０
％
の
目
標
と
、
ま
る

で
福
島
の
原
発
事
故
な

ど
は
な
か
っ
た
か
の
よ

う
な
原
発
回
帰
の
姿
勢

を
と
っ
て
い
ま
す
。
原

発
再
稼
働
に
つ
い
て
も
、

安
倍
政
権
は
、
原
子
力

規
制
委
員
会
が
安
全
の

お
墨
つ
き
を
与
え
た
ら

順
次
認
め
る
方
針
を
と

っ
て
い
ま
す
が
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
宝

庫
で
あ
る
北
海
道
は
、

原
発
の
な
い
エ
ネ
ル
ギ

ー
政
策
へ
進
む
べ
き
で

あ
り
ま
す
。 

 

長
野
県
は
、
２
０
１

３
年
度
の
県
内
の
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備

の
容
量
が
既
に
２
０
２

０
年
度
目
標
値
を
大
幅

に
上
回
り
、
発
電
設
備

容
量
で
見
る
エ
ネ
ル
ギ

ー
自
給
率
は

70
％
と
、

長
野
県
総
合
５
か
年
計

画
に
掲
げ
る
２
０
１
７

年
度
目
標
を
４
年
前
倒

し
で
達
成
し
た
と
い
う
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
先
進
地
と
な
っ
て
い

ま
す
。 

 

そ
の
長
野
県
で
、
売

電
収
入
を
域
内
で
循
環

さ
せ
る
た
め
に
、
発
電

事
業
に
取
り
組
む
地
元

業
者
の
資
金
調
達
を
支

援
す
る
補
助
金
を
創
設

し
、
好
評
だ
と
の
こ
と

で
あ
り
ま
す
。 

 

道
は
、
発
電
電
力
量

の
３
分
の
１
を
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
で
賄
う
と
し
て
、

知
事
も
、
国
に
先
駆
け

て
数
値
目
標
を
設
定
し

た
と
胸
を
張
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
残
念
な

が
ら
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

種
類
ご
と
の
工
程
表
が

示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
具

体
性
に
欠
け
る
と
言
わ

ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
』 

 

積
極
的
に
取
り
組
ん

で
成
果
を
あ
げ
て
い
る

県
と
比
べ
、
北
海
道
は
、

立
派
な
計
画
プ
ラ
ン
を

打
ち
上
げ
な
が
ら
、
具

体
性
に
欠
け
て
い
ま
す
。 

 

地
域
に
必
要
な
電
力

は
地
元
で
作
り
出
す
。

北
海
道
は
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
宝
庫
で

す
。 

 

地
域
の
雇
用
の
場
を

う
み
、
地
域
の
基
盤
産

業
の
一
つ
に
な
り
う
る

可
能
性
を
持
っ
て
い
ま

す
。 

 

電
気
事
業
法
が
改
正

さ
れ
、
こ
れ
ま
で
電
力 

会
社
が
独
占
し
て
い
た

電
力
事
業

に
、
他
企

業
も
参
加

で
き
る
よ

う
に
な
り
、

こ
の
４
月

か
ら
小
売

り
電
気
事

業
が
始
ま

っ
て
い
ま

す
。 

 

少
子
高

齢
化
と
過

疎
に
困
っ

て
い
る
町

が
多
く
あ

り
ま
す
。 

 

再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用

し
た
地
域
の
発
電
事
業

が
、
地
域
活
性
化
を
呼

び
こ
す
絶
好
の
機
会
に

な
り
ま
す
。 

 

地
域
に
雇
用
が
う
ま

れ
れ
ば
、
若
者
が
地
域

に
Ｕ
タ
ー
ン
し
て
く
る

条
件
が
そ
ろ
い
ま
す
。 

 

将
来
に
禍
根
を
残
す

原
発
か
ら
撤
退
し
、
地

域
活
性
の
可
能
性
を
秘

め
た
「
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
」
を
利
用
す
る

方
向
へ
、
大
き
く
転
換

す
る
こ
と
を
、
地
域
住

民
が
議
論
す
る
こ
と
か

ら
始
め
る
べ
き
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。



日本共産党の地域新聞 発行所：日本共産党夕張市委員会 夕張市千代田 2番地の 1 Tel/Fax 52-3097  2016年 ７月１０（日）１５２９号  （２） 

 

夕張市議 くまがい桂子 http://www.kumagai-keiko.net/(これまでの民報もお読みいただけます)  （＠Ｗｉｎｄ＿Yuparo） 

 

 
リンデンコール創立 70周年記念演奏会  ７月 30 日（土）14 時 30 分～ 

◆混声合唱「ディズニー名曲集」から 右から２番目の星  他  

◆テノールとサクソフォンの調べ～平田隆男  松平和  也  

◆リンデンコール OB 会混声合唱組曲「北の大地」から海あけ 他  

◆「景浦花先生を偲んで」 

混声合唱  アヴェ・ヴェルム・コルプス マザーテレサ「愛のことば」から 

ソプラノ独唱  上田敦子さん アヴェ・マリアほか、 

混声合唱「富山に伝わる三つの民謡」 

   

 

リ
ン
デ
ン
コ
ー
ル
は
創
立

70
周
年
記
念
演
奏
会
を
開
催

し
ま
す
。 

 

会
場
は
ホ
テ
ル
シ
ュ
ー
パ

ロ
で
「
入
場
無
料
」
と
し
、
多

く
の
市
民
の
方
々
が
聴
い
て

下
さ
る
よ
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
チ

ラ
シ
を
配
布
し
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

紙
智
子
「
国
会
か
け
あ
る
記
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

参
議
院
議
員 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

紙 

智 

子 
 

 

三
つ
の
チ
ェ
ン
ジ
を
語
り
尽
く
し
勝
利
へ 

 

 

い
よ
い
よ
参
議
院
選
挙
も
最
終
盤
で
す
。
比
例
カ
ー
や
、
候

補
者
カ
ー
で
の
街
頭
宣
伝
の
合
間
で
、
国
会
報
告
と
懇
談
を
行

っ
て
い
ま
す
。 

 

た
ず
ね
る
と
、
事
務
所
に
自
民
党
の
候
補
者
の
ポ
ス
タ
ー
が

張
っ
て
あ
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
で
も
、
国
会
報
告
の
資
料

を
渡
し
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
継
続
審
議
で
、
決
ま
っ
て
い
な
い
こ
と
、

秘
密
協
定
の
異
常
さ
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
し
ん
ぶ
ん
「
赤
旗
」

の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
、
回
答
が
あ
っ
た
八
割
の
団
体
が
、「
国
会
決

議
は
守
ら
れ
て
い
な
い
」
、
さ
ら
に
八
割
が
「
安
倍
政
権
の
農
政

は
支
持
で
き
な
い
」
と
回
答
し
て
い
る
こ
と
を
話
す
と
、「
Ｔ
Ｐ

Ｐ
は
国
内
対
策
に
議
論
が
す
り
替
え
ら
れ
て
い
る
。
影
響
試
算

は
誰
も
信
用
し
て
い
な
い
」
な
ど
と
い
わ
れ
ま
す
。 

 

ま
た
、
あ
る
介
護
の
関
係
者
に
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
破
綻
と
、

三
つ
の
チ
ェ
ン
ジ
を
説
明
す
る
と
、「
最
低
賃
金
を
一
〇
〇
〇
円

に
と
い
う
集
会
を
や
っ
て
い
た
。
賃
金
を
一
〇
〇
〇
円
に
す
れ

ば
、
介
護
の
事
業
所
は
経
営
で
き
な
く
な
る
と
思
っ
て
い
た
が
、

税
の
集
め
方
は
負
担
能
力
に
応
じ
て
集
め
、
使
い
方
を
国
民
の

く
ら
し
や
社
会
保
障
に
使
わ
せ
、
働
き
方
を
人
間
ら
し
く
変
え

る
と
い
う
、
三
つ
の
チ
ェ
ン
ジ
を
や
っ
て
い
け
ば
、
施
設
の
経

営
を
支
え
、
働
く
職
員
の
待
遇
改
善
も
出
来
ま
す
ね
。
最
低
賃

金
を
一
〇
〇
〇
円
に
と
い
う
主
張
が
、
胸
に
お
ち
ま
し
た
」
と

い
わ
れ
ま
し
た
。 

 

あ
ら
た
め
て
、
切
実
な
要
求
を
聞
き
取
り
な
が
ら
、「
三
つ
の

チ
ェ
ン
ジ
」
を
丁
寧
に
語
る
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
ま
す
。
戦

争
法
の
廃
止
と
合
わ
せ
、
三
つ
の
チ
ェ
ン
ジ
を
、
最
後
ま
で
語

り
尽
く
し
、
必
ず
勝
利
し
ま
し
ょ
う
！ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

全
国
坑
夫
組
合 

夕
張
全
域
に 

 

明
治

40
年
の
た
た
か
い
に
惣
代
と
し
て
信
頼
の

厚
か
っ
た
坂
口
角
蔵
は
、
会
社
を
首
に
な
り
斜
坑

の
長
屋
も
追
い
出
さ
れ
ま
す
。（
連
載
２
回
高
松
居

住
は
、
誤
り
） 

そ
れ
で
も
夕
張
を
去
ら
ず
、
炭

坑
夫
と
つ
な
が
り
を
保
ち
坑
夫
組
合
の
組
織
に
奔

走
し
て
い
き
ま
す
。 

彼
、
角
蔵
に
は
「
鶴
治
」
｛
戸
籍
上
、
弟
の
説
も

あ
る
？
｝「
義
治
」
と
の
二
人
の
息
子
が
い
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

全
国
坑
夫
夫
組
合
夕
張
支
部
、
演
芸
場
で
結
成 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

大
正
８
年

10
月
７
日
に
全
国
坑
夫
組
合
が
つ
く
ら
れ
ま
す
が
、
当
時
、

早
稲
田
の
学
生
の
「
坂
口
義
治
」
は
こ
の
設
立
に
参
加
し
て
い
ま
し
た
。 

そ
し
て
父
「
角
蔵
」
、
兄
の
支
柱
夫
だ
っ
た
「
鶴
治
」
た
ち
と
共
に
、
坑

夫
三
百
名
を
組
織
し
て
一
九
一
九
年
（
大
正
８
年
）

11
月

27
日
、
演
芸
場

に
て
全
国
坑
夫
組
合
夕
張
支
部
を
結
成
し
ま
す
。 

翌
一
九
二
〇
年
（
大
正
９
年
）
４
月
、
八
つ
の
支
部
（
丁
未
・
高
松
・

斜
坑
第
一
・
斜
坑
第
二
・
旭
・
鹿
ノ
谷
・
登
川
・
楓
）
＊
を
も
つ
「
全
国

坑
夫
組
合
夕
張
連
合
会
」
に
発
展
し
ま
す
。
（
連
載
２
回
目
） 

こ
う
し
て
、
今
ま
で
坑
口
ご
と
の
た
た
か
い
は
、
よ
う
や
く
夕
張
全
体

の
炭
鉱
が
一
つ
に
ま
と
ま
っ
た
運
動
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 
 

＊ 

真
谷
地
の
支
部
は
、
こ
の
と
き
は
参
加
し
て
い
な
い
。 

 
 

全
日
本
鑛
夫
総
連
合
会
が
結
成
さ
る 

全
国
で
は
よ
う
や
く
鉱
山
労
働
者
の
統
一
の
機
運
が
盛
り
上
が
り
、
友

愛
会
鉱
山
部
、
鉱
山
労
働
同
盟
会
、
鉱
夫
組
合
の
統
一
が
進
み
ま
す
。
折

か
ら
の
不
況
の
中
、
各
鉱
山
で
人
員
整
理
・
合
理
化
攻
撃
が
激
し
く
な
り

ま
す
。 

 

こ
う
し
て
一
九
二
〇
年
（
大
正
９
年
）

10
月

20
日
、
全
日
本
鑛
夫
総
連

合
会
が
結
成
さ
れ
ま
す
。
夕
張
連
合
会
も
た
だ
ち
に
参
加
、
名
称
も
「
全

日
本
鑛
夫
総
連
合
夕
張
連
合
会
」
と
し
ま
し
た
。 

くずさんの 

夕張歴史散歩（ 5

１） 


